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1　は　じ　め　に

最近の土壌診断の傾向をみると，件数の増加とともに園

芸作物の占める割合が高まっている。また，雨よけ栽培の

増加とともに，土壌養分の富化などの問題も多くなってき

ている。土壌診断結果の有効な活用を図り適正な肥培管理

を行うためにも，そのデータベース化が必要になってきて

いる。そこで，前報で報告した土壌診断システムの機能の

改善を行うとともに，システムと連結させたデータベース

の開発を行ったので，その概要を報告する。

2　土壌診断システムの改善点

（り　システムのMS－DOS化

最近の16ビットパソコンのOSはMS－DOSが主流にな

ってきており，操作性の向上をはかるためにシステム・プ

ログラムをMS－DOS上のN88－BASICに書き改めた。
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図1土壌診断の流れ

は）データファイル機能

従来のシステムでは，土壌診断結果をディスクにセーブ

する機能がなかった。そこで，診断結果を有効に活用する

ために，データファイル機能を付け加えた。データファイ

ルは，テキスト形式（データ圧縮を行わない）とカンマ区

切り形式（データ圧鮪を行う）の2種類である。テキスト

形式では，MS－DOSコマンドによって画面表示やプリン

ター出力ができる。またカンマ区切り形式では，各種のワ

ープロやデータベースソフトによって診断結果を有効に活

用できる。

（3）塩基置換容量（CEC）の推定機能

土壌のCEC値はできるだけ実測値を使用することが望

ましいが，既往の調査データなどによって代替する場合が

ある。このような場合に，予め入力した土佐及び腐植のデ

ータからCEC値を推定する。なお，推定値には＊eの印

が付けられる。

表1作物別好適pH，塩基組成及び有効燐酸

作物の

種 類
pH
塩 基
飽和度
（％）

飽 和 度 （％） 有 効
燐 酸
（叩）石 灰 苦 土 加 里

a 6．5－7．0 ヱ旦－85 旦星－62 迎 －15 旦一8 旦 ‾30

b 6．0－6．5 60 ‾ヱ旦 48‾旦 8 ‾迎 4 「旦 15‾旦

C 】l d 5．5－6．5 50 －70 4 1－55 6 －10 3 －5 10－20

d 5，5－6．0 50 ‾坐 41‾坐 6 ▼旦 3‾1 10「上と

e 5．0－5．5 40‾旦 34 －生 4 ‾Å 2‾i 5‾旦旦

a b 蠣b 6．0－7．0 6 0－85 48－62 8 －15 4－8 15－30

d e ＊e 5．0－6．0 40－60 34－48 4 －　8 2－4 5－15

注．日　下線は改良目標値を示す。
2）＊b，＊d，及び＊eの符号は改良目標値が，それ
ぞれb，d，及びeに同じことを示す。

（4）改良目標値の作物別自動推定機能

土壌診断の改良目標値は各地域の実状に合わせて設定す

るようにしていた。しかし，そのために改良基準の統一性

が失われる傾向がみられ，各作物ごとの改良基準の設定が

必要である。これまでの調査から，土壌pHと塩基飽和皮

（石灰飽和度）とは相関関係にあることが知られており，

これから各作物の好適な塩基組成及び有効態燐厳を推定し

た。各作物を予め好適pHによってクリレープ化しておき，そ

の改良目標基準としてこの推定値を利用した。作物コード

を入力することによって，自動的にその作物の改良基準値

が示される。

作物別の好適pHや塩基組成及び有効燐酸についてはデ

ータの蓄積がまだ不十分であり，今後の研究成果によって

適宜補正して行く必要がある。

15）改良資材量の上限値の設定

同一の資材を一度に大量投入することは，土壌pHの部

分的な上昇を招くなどの危険性が大きいため，500時（10
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改良目標
pH　　壕基飽和度（％）石灰（％）苦土（％）加里（％）有効燐酸（叩）
6．5　　　　　70　　　　　55　　　10　　　5　　　　　20

きゅうり■b（＋25．9）　（十19．4）（＋3，6）（＋2．9）　　18．0）

土壌の分析結果
農家コード〔土佐CL腐植虔貞る富む仮比重1，0作土深10cl朗唱面檎10a〕

pHEC CEC CaOMgO K20有効燐酸P吸収係数梵讐
（mSノh）（me）や呼）（呼）（】呼）　（甲）

5，3　0．50　35．0＊e　350　　45　　35　　12．0　　　1500　　　0

飽和度く％）44．1　35．‘6．4　2．1Ca′Mgt5．6）Mg／K（3．0）

0－－－－1－－－2－－－－3－－－－4－－－－5－…一石一一一一7－－－－8－－－－9－－－－10

pH　5ト・‥＋・・0・●・・・・＋・‥・●‥‥＝…三＝＝ここ＝＝＝＝＝＝＝・◆‥・小ト・‥・●

Base（％）0卜日十・・‥●‥日＋・‥・●・0‥十‥‥＝＝＝＝＝二・・・・●‥‥＋‥日■

CaO（％）0ト‥・＋‥‥■‥‥＋‥0・●・‥＝＝＝＝三・◆…・＋‥‥●日日十日・・●

MgO（％）0ト・・・＋‥・・◆＝‥叫・・・ここ＝＝＝＝・・▼・●・・・・十…・◆‥・・十り・・・●

Ⅹ20（％）01・‥ヰ‥・・●0・‥十・‥・＝＝＝＝＝＝＝日‥●‥＝十日‥…・＋‥‥■

臨／鳩　01…・＋…・◆…・＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝0＝＝…・十…・■・＝＋‥＝・

鳩′K Oト‥・十・…●・‥ヰ…・＝＝＝＝＝ここ三三0こて＝ここ＝＝＝＝三‥‥＋…・■

P2080呼）0卜‥・＋…・◆・0日ここ＝＝＝＝…・十・・・・書目‥＋・…●・日・十‥・■

図2　総合診断の例（分析結果のグラフ表示）

〃当たり）を上限として定めた。なお，この場合には，来

年度も土壌診断を受けるように指示が出される。

3　土壌診断データベース

tl）市販のカード型データベースソフト（DATABOX

98版，リードレックス杜）を利用して，土壌診断データベース

のアプリケーションソフトを作成した。このデータベース

では，1農家あるいは1圃場のデータがカード形式で見る

ことができる。用意されたファイルは，「農家情報ファイ

ル」及び「土壌診断ファイル」の2種類である。

12）自動処理機能によって，（む土壌診断システムの診断

結果を土壌診断ファイルに読み込むこと，②読み込んだデ

ータを修正すること，③各種の一覧表を作成すること，な

どができる。これらのデータを有効に活用して，適切な肥

培管理ができるものと思われる。

一つのデータにおいて，現在使用している画面は二つで

ある（このソフトは全部で3画面用意されている）。今後

はイメージリーダの利用によって視覚情報を積極的に取り

入れることも可能である。また，このデータベースでは，

「農家情報ファイル」と「土壌診断ファイル」の二つであ

るが，将来は土壌情報77イルや，作物栽培情報ファイル，

病害虫情報ファイルなどを合わせた総合情報データベース

として充実させることが望ましいと考えられる。

120件中120件　1件目　土壌診断ファイル

年月日1987／03／26　農家コード＊10001農家名　小原幸四郎　住所　大東町渋民
作物名　キュウリ　　　品種名　　　　　　土壌統　　　　　圃場Nnl

前データ→くせ　先頭データ→＜f・4＞　修正→＜f・7＞　フォーマット呼出→＜f・2＞〔上〕
次データ→＜J＞　最終データ→＜f・5＞　削除→＜ト3＞　画面モード切換→＜TAB＞

図3　土壌診断ファイルの例

4　お　わ　り　に

土壌診断結果のデータベース化は，多くの蓄積データを

有効に活用する上で欠かせないものであるが，今回は市販

のカード型データベースソフトを利用して作成した。一方，

土壌診断においても難しい問題が多くなるものと考えられ，

エキスパートシステムの導入などが必要になるものと思わ

れる。今後とも，研究の成果を踏まえながら，システムの

充実を図っていく考えである。
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